
「
模
範
村
」
の
終
焉

内

田

修

道

児
玉
源
太
郎
が
内
務
大
臣
の
任
に
あ

っ
た
の
は
第

一
次
桂
内
閣
の

一
九
〇
三

年
七
月
～

一
〇
月
の
間
、
そ
の
時
、
「
日
本
帝
国
に
於
け
る
三
大
模
範
村
」
―
キ

葉
県
山
武
郡
源
村
、
静
岡
県
賀
茂
郡
稲
取
村
、
そ
し
て
宮
城
県
名
取
郡
生
出
村

―
と
し
て
そ
の
事
蹟
が
全
国
に
紹
介
さ
れ
た
。

「
天
賦
の
利
源
を
開
発
し
て
、

益
々
自
治
振
興
の
法
を
画
し
、
厚
生
の
途
を
喝
し
て
寒
村
を
既
倒
に
蟷
ひ
、
間

村
の
協
和

一
致
に
依
て
、
自
治
の
完
成
を
期
せ
ん
と
す
る
地
方
団
体
」
、
こ
れ

が
模
範
村
た
る
所
以
で
あ
る

（
『
斯
民
』
九
―
四
）
。　
一
本
喜
徳
郎

（第
二
次

桂
内
閣
内
務
次
官
）
は
、

「
新
た
な
る
領
土
の
経
営
を
し
て
行
く
に
は
、
先
づ

数
個
の
場
所
に
全
力
を
注
い
で
、
其
経
営
を
仕
遂
げ
た
後
に
、
漸
次
他
に
及
ぼ

す
と
い
ふ
の
が
、
今
日
最
も
実
効

の
あ
る
方
法
で
あ
る
。
」

と
満
鉄
総
裁
後

藤
新
平
の
談
を
紹
介
し
、
最
新
の
植
民
地
経
営
で
も
報
徳
の
教
え
が
決
し
て
時

代
遅
れ
で
な
い
と
強
調
し
た

（
『
斯
民
』
ニ
ー
六
）
。　
一
九
〇
八
年
八
月
小
田

原
で
開
催
さ
れ
た
報
徳
会
第

一
回
夏
期
講
演
会
に
お
い
て
で
あ
る
。
ど
う
や
ら

地
方
改
良
運
動
に
お
い
て
大
々
的
に
宣
伝
さ
れ
た
模
範
村
の
ル
ー
ツ
は
植
民
地

経
営
で
得
た
内
務
官
僚
の
知
恵
の
よ
う
だ
。

内
務
省
が
第

一
回
地
方
改
良
講
習
会
を
開
催
し
た
の
が

一
九
〇
九
年
七
月
、

そ
れ
か
ら
五
年
、
模
範
村
は
ど
う
な

っ
た
か
。

「
稲
取
村
に
在
り
て
は
村
長
田

村
又
吉
氏
そ
の
職
を
辞
し
、
生
出
村
に
在
り
て
は
村
長
長
尾
四
郎
左
衛
門
氏
死

去
す
る
あ
り
て
、
両
村
の
治
蹟
ま
た
昔
日
の
観
な
き
に
至

っ
た
」

（
『
斯
民
』

九
―
四
）
。
な
ぜ
そ
の
指
導
者
限
り
で
終

っ
た
の
か
。

模
範
村
の
選
奨
は
、

「
模
範
町
村
の
製
造
に
日
も
足
ら
ぬ
人
」

「
或
る
改
良

さ
れ
た
町
村
を
模
型
と
し
て
、
凡
て
の
町
村
を
此
型
に
入
れ
よ
う
と
努
力
し
て

居
る
人
」
即
ち

「
所
謂
敏
腕
聡
明
部
長
」
を
生
ん
だ

（
『
斯
民
』
八
―
‐六
）
。

そ
の
結
果
町
村
に
な
に
を
も
た
ら
し
た
か
。

一
九

一
〇
年

一
〇
月
南
足
柄
村
は
県
か
ら
優
良
村
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。
し

か
し
で
あ
る
。

「
本
村

ハ
社
界
ヨ
リ
優
良
町
村
ヲ
以
テ
誤
認
セ
ラ
レ
、
青
年
会

ハ
表
彰
ヲ
受
ケ
、
好
評

ハ
県
下

二
伝

ヘ
ラ
ル

ヽ
フ
以
テ
、
毎
年
村
治
ノ
状
況
青

年
会
ノ
事
業
等
ヲ
調
査

二
来
ル
モ
ノ
多
ク
、
其
度
毎

二
役
場
吏
員

・
学
校
職
員

等

ハ
背
汗
淋
潤
タ
ラ
サ
ル
フ
得
ス
」
。
戊
申
詔
書
換
発
以
来
、
こ
の
村
で
も
聖

旨
を
奉
体
し
て
弱
行
実
践
聖
旨
に
応
え
よ
う
と
し
て
精
励
努
力
、
成
果
を
あ
げ

て
き
た
。
し
か
し
、
最
近
は

「
製
糸
工
場
付
近
フ
徘
徊
シ
テ
婦
女

二
戯

レ
、

中

ニ
ハ
十
数
年
前

ニ
モ
容
易

二
観
ル
コ
ト
ナ
カ
リ
シ
変
装
ヲ
ナ
シ
テ
夜
遊
フ
ナ

シ
、
夜
間
他
人
ノ
門
戸
ヲ
伺
ヒ
テ
痴
態
フ
演
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
様
ヲ
ナ
シ
、
或

ハ
福
沢

二
岡
本

二
料
理
店

二
入
り
酒
興

二
乗
ジ
高
歌
放
吟
酌
婦

二
戯
レ
、
或
ヒ

ハ
義
太
夫
ノ
稽
古
卜
称
シ
自
昼
営
業
ヲ
休
止
シ
之
レ
ニ
熱
中
シ
テ
恥
チ
サ
ル
モ
ノ

ア
リ
、
或

ハ
折
角
丹
精
シ
タ
ル
果
実
ノ

一
夜

ニ
セ
ア
皆
無
ト
ナ
レ
ル
モ
ノ
ア
リ
」
。

そ
れ
は
何
故
か
、
町
村
指
導
者
は
痛
い
ほ
ど
わ
か

っ
て
い
た
。

「
本
村

ハ
ｔ
地

ノ
状
況
ト
シ
テ
農
産
物
ノ
外
何
等
工
芸
品
ノ
産
出
ナ
ク
、
副
業
ノ
観
ル
ヘ
キ
モ

ノ
ナ
キ
土
地

二
於
テ
ハ
、
労
働

二
従
事
シ
汗
ヲ
以
テ
収
入
ノ
増
加
ヲ
計
ル
ノ
外

二
道
ナ
ク
、
其
収
入
極
メ
テ
微
々
タ
ル
カ
故

二
、
勉
メ
テ
奢
修
フ
禁
シ
冗
費
フ

避
ケ
、
入
ル
フ
計
リ
テ
出
ツ
ル
ヲ
制
ス
ル
ノ
方
法
フ
取
ル
ノ
外
ナ
シ
」
。
青
年

に
勤
勉
努
力
の
成
果
が
豊
か
さ
に
つ
ら
な
る
こ
と
を
提
示
で
き
な
い
村
指
導
者

の
苦
悩
は
深
か

っ
た
。

「
血
気
旺
溢
セ
ル
青
年
時
代

二
於
テ
何
等
ノ
娯
楽
ナ
ク
、

何
等
ノ
趣
味
ナ
ク
、
四
六
時
中
単

二
星
ヲ
戴
キ
テ
出
テ
月
ブ
踏
ン
テ
帰
り
、
孜

々
営
々
是
レ
勉
メ
是
レ
励
ミ
何
等
ノ
慰
安
フ
与
フ
ル
モ
ノ
ナ
ク
シ
テ
可
ナ
ル
ヘ

シ
ト
ハ
信
セ
ス
」
。
そ
う
言

っ
て
み
て
も
、
好
い
処
方
箋
が
出
せ
る
訳
で
は
な
か

っ
た
。

「
将
来
団
体
毎

二
警
告
制
度
′
法
ヲ
設
ケ
、
事
′
大
小
ト
ナ
ク
荀
モ
本

村

ヨ
リ
戸
主
卜
青
年
ト
フ
問

ハ
ス
婦
女
老
幼

二
至
ル
マ
テ
、　
一
人
タ
リ
ト
モ
法

律
上
ノ
制
裁
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ナ
キ
ヲ
期
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
切
望
ス
」

（
『
南
足

柄
市
史
４
資
料
編
近
代
』
）
。
展
望
を
切
り
開
く
の
で
は
な
く
村
を
外
側
か
ら

縛
り
上
げ
る
以
外
に
手
立
て
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
経
済
的
発
展
が

望
め
る
村
で
は
な
く
、
伝
統
的
な
自
己
完
結
的
な
村
を
模
範
村

に
指
定
し
た

必
然
的
な
帰
結
で
あ

っ
た
。

（京
浜
歴
史
科
学
研
究
会
代
表
　

一
〇
月
記
）
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